








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 自分の性格のことはよくわかっている 1.90 2.10 10.5
2 自分が他人からどう思われているか気になる 1.95 1.76 −9.7
3 自分の適性や将来についてはしっかり考えられる 1.90 2.10 10.5
4 自己紹介をするのは得意である 3.00 3.57 19.0
5 今、自分のしたいことをすることができる 1.95 2.48 27.2
6 心を開ける友人はたくさんいる 2.00 2.00 ±0
7 はじめて出会った人でもすぐに打ち解けられる 2.05 3.90 90.2
8 自分の言いたいことは、はっきりと主張できる 2.10 2.76 31.4
9 友人と良好な関係を保っていると思う 1.48 1.76 18.9
10 他人の思いをしっかり汲み取ろうとしている 1.76 1.90 13.6
11 もっとたくさんの友人がほしい 1.61 1.57 1.3
12 いまの友人ともっと仲良くなりたい 1.61 1.38 16.6
13 友達とケンカするとなかなか仲直りができない 3.76 3.71 −1.4
14 人間関係でいつもくよくよする 3.43 3.29 4.6
15 集団のなかで自分の役割を見つけることができる 1.86 2.48 33.3
16 集団のなかで他人の役割を認めることができる 1.81 2.10 16.0
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なことを学び、自らの資質能力を伸ばしているこ
とが伺える。先の実習アンケートの結果と合わせ
て考えるに、本実習の課題はほぼ達成されている
と言ってよいであろう。
　次年度以降も、こうした対話と「共生」体験に
もとづく教育・学習プログラムをより充実させて
いきたいと考える。
註
１）保育福祉小六法編集委員会編『保育福祉小六法』みら
い、751頁、（2007年）。
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表２　振り返りシートの内容(一部抜粋)
①　この研修で発見したこと、気がついたこと、分かったこと、学んだことなど。
・自然に触れながら失いかけている五感を呼び戻すことができた。 ・アイスブレイクによって初対面の
人と打ち解けることができる。 ・違うクラスの子とも仲良くなることができた。 ・貿易ゲームによって
経済の流れや資源の大切さを学ぶことができた。 ・言葉以外の方法でも何かを伝えることはできる。（誕
生日、気持ちなど） ・自分の意思をもって意見を述べる大切さを知った。 ・相手の意見も聞き、チーム
が納得できる答えを出すのは難しい。でも色々な意見を出し合い、考えることが大切だと思う。 ・保育
者として、子ども達への配慮する点を学ぶことができた。 ・人と関わる時は、無理にではなく、さりげ
なくゲームなどを取り入れ、流れで仲良くできるようにする。 ・みんなが意見が違っても必ず納得のい
く意見が見つかること。 ・楽しむということで昨日今日と学んだ大切な事が、実際に体験する事でより
感じられました。授業のように机に向かっても寝てしまうこともなく、しかも楽しいといういいことづ
くめだと思います。 ・自分を見つめ直し、「自分はこんなんだったんだ」と改めて知ることができました。
自分を知っているようで見逃していたことも、友達に自分はどのように見えているかを聞くことで、自
分を知ろうとしてくれている人だということも感じられ、嬉しかったです。 ・アイスブレイクでは初対
面の人と仲良くなるきっかけとなる楽しいものだなと思いました。 ・何を感じたり考えたりしたかを言
葉で伝えることの大切さ、また他人と共有し合うことの大切さ。 ・自分を知ることの大切さ。 ・合意
形成は可能と信じてすることが大切。 ・人の心と心が開き合わなければ、楽しみを分かち合うことはで
きない。 ・資源の大切さであったり、生命の循環であったりするものをただ勉強として学ぶだけではな
く、ゲームを通して学ぶことで身をもって感じることができ、そのときの納得度もすごく変わってくる。 
・五感で感じている子どもに対して、保育者も五感を持って接していくことが大切
②　一番楽しかったこと。
・アイスブレイクやゲームを通してみんなと打ち解けた点。顔は知っていても話したことがない子とも
関わることができ、友達が増えたと感じることができた。よい研修になった。 ・一番楽しかったのは、
先生はもちろん他の組の子と関われたことです。関われたからこそ、ゲームなど楽しい時間を過ごすこ
とができたのだと思います。この二日間で学んだことは利益となりました。 ・みんなでいろいろなゲー
ムをしたこと。グループ、チームでやって、同じ楽しさ、うれしさを分かり合えたり、心が開けたよう
に思うから。 ・初めはどこかまだぎこちなさがある感じの中はじまったけど、こういったゲームや話し
合いを通してお互いを知ることができ、いろんな子と仲良くなれた点。 ・今まで目かくしで歩くのとか
信用できなかった。うす目で見てたりしたけど、今回はじめて安心してまかせることができた。木も当
てられてすごくうれしかった ・夢中になってワークに取り組んだことによって、仲間とも団結できたし、
たくさん笑ったり共感できたこと。 ・自然がいっぱいの中、みんなで一緒に外で遊んだこと。天気も良
かったし、とても気持ちが良かった。
